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形成が誘導される ‘Epigenesis’ の 2 種類に分けられる。しかし、生物の進化系統樹の同じ節か










生物由来オーソログの同定、（３）Prdm14 分子進化解析を利用してマウス PRDM14 の機能ド
メインの同定。これら三つの目的のために本研究では、マウス ESCs に異なる生物種由来の 
PRDM14 を ESCs に強制発現させ、マウス PRDM14 の主要な機能である「転写抑制制御」・
「DNA 脱メチル化誘導」・「多能性誘導・維持活性」の機能補完実験を行った。その結果、ヒト、






おいて発現が観察されないゼブラフィッシュ PRDM14 がマウス PRDM14 の機能を完全に補
完できたことから、硬骨魚類と哺乳類の共通祖先から哺乳類に進化する過程において、生殖細
胞特異的な PRDM14 の発現誘導機構を獲得した結果、生殖細胞の成立に重要な因子として適応
した可能性が推測できる。 
